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「えぽあ新春コンサ トー（第２回，第３回）」公演実施に関する報告書
―大学と地域文化の連携をめざす試みとして―
Report on the Performance of “EPOA New Year Concert Ⅱ，Ⅲ”
―As an Attempt to Cooperate the University and the Regional Culture―
鈴 木 し お り 永 留 淳 也
Shiori SUZUKI Junya NAGATOME
抄 録
江別市（人口１２人）のえぽあホールは，大麻公民館と併設した市民文化の拠点である。北方
圏学術情報センター音楽教育研究プロジェクトでは，徒歩１５分の距離にある北翔大学生涯学習
システム学部芸術メディア学科音楽コースと地域の音楽文化を連携させる試みを「えぽあ新春
コンサート」で企画し２００７年より実施している。今回は，第２回（２００８年），及び第３回（２００９
年）について報告する。その内容は，実施企画の概要，アンケート集計の結果，実施方法の一
部を具体的に報告する。
Ⅰ は じ め に
この実践研究の目的は，①大学からの地域への音楽情報の発信，②音楽イヴェントによる地
域活性，③コンサート形式による教育的効果，以上の３点で，これらについては既に『北翔大
学生涯学習システム学部研究紀要 第８号（２００８年度）』で具体的に述べている。
下記は，新聞掲載等への広報用の文である。
『えぽあ新春コンサート』は，北方圏学術情報センターポルト音楽教育研究プロジェク
トの研究活動の一環として，また，北翔大学芸術メディア学科音楽コースピアノゼミの学
習発表の場として，毎年１月に江別市えぽあホールで開催しています。えぽあホールの素
晴らしい響きの中で，このように学習・研究の成果を披露できる機会は，同時に地域への
大学開放でもあり，多くの一般客が参加しています。内容は，新春を祝うイヴェントとし
て地域に根付いたコンサートを目指し，クラシックやポピュラー，ジャズなどのジャンル
を問わない音楽を，親しみを持ってお聴きいただける音楽振興法の理念に基づいた企画です。
「えぽあ新春コンサート」は，２００７年１月に第１回目を発足し，翌年２００８年からは“継続”
へ向けてスタートすることになった。今後は，報告書によって検証しつつ，更なる内容の充実
を図ることを目標にしたいと考えている。
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Ⅱ 実施計画の概要
１ 事業の名称：
北方圏学術情報センター音楽教育プロジェクト・芸術メディア学科ピアノゼミとによる～
えぽあ新春コンサート～
２ 事業実施の趣旨：音楽振興を目的とした企画
３ 事業の実施地域（実施市町村名）：北海道江別市
４ 主催名：
北翔大学大学生涯学習システム学部芸術メディア学科音楽コース・ピアノゼミ
北方圏学術情報センター音楽プロジェクト
５ 主催責任者名：
鈴木しおり（北翔大学生涯学習システム学部芸術メディア学科音楽コース教授，
北方圏学術情報センター音楽教育研究プロジェクト研究代表）
６ 後 援：江別市教育委員会
７ 協 賛：エルム楽器，河合楽器製作所北海道支社，キクヤ楽器，砂越ピアノサービス，北
海楽器，ヤマハミュージック北海道札幌店（五十順）
８ 協 力：北翔大学生涯学習センター
９ 事業の実施期間：
第２回 ２００８年（平成２０年） １月３０日（水），１月３１日（木） １７：００～１９：３０（両日）
第３回 ２００９年（平成２１年） １月３１日（土）１５：３０～１９：３０
１０ 開催施設名（会場名）：江別市えぽあホール
１１ 事業の内容：
① 北方圏学術情報センター音楽プロジェクトによる大学開放と地域音楽振興に関する調査
② 北翔大学生涯学習システム学部芸術メディア学科音楽コース３，４年ピアノゼミ生によ
る学習発表（演奏）。演奏内容としてピアノソロ，連弾，２台ピアノ，２台８手，エレ
クトーン，jazz，教員による研究（演奏）
１２ 地域における「大学開放」と「音楽振興」の趣旨：
地域音楽振興の鍵は，音楽系大学と地域住民との交流にあると位置付け，そのネットワー
クつくりを，本公演をきっかけに行う。
１３ 収支予算書：別紙添付（省略）
１４ 事業を実施するための組織及び機構図：
主催団体・主催責任者・研究プロジェクト・協賛企業団体・協力団体・出演者・スタッフ・
特別演奏者（団体）
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Ⅲ プログラム・アンケート集計・感想文からの抜粋
公演当日のプログラム，アンケート集計のグラフや，同じくアンケートでの「印象に残った
曲順の理由は何ですか？」と「私たち学生が，今後どのように地域の皆さまと音楽活動を行っ
ていくのが良いと思われますか？」の質問に対する回答の抜粋を記載する。
１）第２回えぽあ新春コンサート２００８【平成１９年１月３０日（水），３１日（木）】
今回のプログラムの演奏時間は，全演奏時間（３０日と３１日の合計）２３６分間（３０日１３６分間，３１
日１００分間）のうち６７分間（３０日３２分間，３１日３５分間）が教員とゲスト演奏家によるステージ
で，１６９分間（３０日１０４分間，３１日６５分間）が学生の演奏である。また，聴衆としての参加者は
両日とも１２０名ほどであった。
《アンケート集計》
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６１
《感想文等からの抜粋》―第２回 えぽあ新春コンサート２００８―
・難曲にチャレンジする姿勢が好印象。耳にする機会の多い曲も生で聴けてよかった。
・難しい曲を選ぶことよりも，もっと誰でもが楽しめる曲を選ぶことの方が大事だと思います。
・リベルタンゴは，２台のピアノが一つになっていてとても良く，凄くカッコ良かったです。
・特別出演のチェロの音がこんなに心地良いものだとは今日初めて知りました。
・（モルダウについて）８名での演奏は，大学生だからできる。ピアノとキーボードとの重奏
はめずらしかったです。迫力がすごかったです。
・浅井当時より吹奏楽，ユーホ単独など何度も拝聴しており，成長のあとが伺えます。「モル
ダウ」だけは，元来電子音楽が嫌いな上，編曲にオーケストラのイメージが残っておらず，
大好きな曲だけに，まるっきり違う曲に聞こえました。
・学習途中とは思えない素晴らしい演奏でした。ただ，プログラム５の２台ピアノの選曲に一考を。
・平日１７時開演は，勤めている身には全部聴けず，とてもとても残念でした。
・ヴァラエティにとんで，とても楽しかったのでまた同じようなコンサートがあればと思います。
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図２６．公演全体の印象 図２７．音楽会の評価
・高校生，青年とのジョイントや学生を多く引き入れる工夫をもっとしてください！
・５０才以上の人で再び音楽に何らかの関わりを持ちたい人が増えています。大学生諸君が彼等
との結びつきを果たせないだろうか？もっと PRして下さい。
・この学科があることすら知らなかったので，コンサートをすると皆に認知されるのでは？
・ピアノ連弾，エレクトーンなど様々な演奏が楽しいですね。北海道（北国）の曲を作曲して
演奏もできたらいいな。ハイレベルと地域の目線にあわせた方法のものを考えてください。
・大学の中でも，学生さんの時間のある時，ミニコンサートでもいいから開いてほしいです。
２）第３回えぽあ新春コンサート２００９【２００９年１月３１日（土）】
今回のプログラムの演奏時間は，全演奏時間１７０分間のうち７０分間が教員とゲスト演奏家に
よるステージで，１００分間が学生の演奏である。また，聴衆としての参加者は１５０名ほどであった。
《アンケート集計》
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クラシック
親しみ易い
クラシック
テレビ
ドラマ曲
映画
音楽
ジャズ
ポピュラー
音 楽
作 品
発 表
合 計
ピアノソロ ６ ２ １ ２ １ １２
連 弾 １ １ １ ３
２台ピアノ １ １ １ １ ４
２台８手 ２ ２
エレクトーン １ １ ２
ピアノとエレクトーン １ １
その他のアンサンブル ２ ３ ２ １ ８
合 計 １３ ７ ０ ３ ３ ５ １ ３２
表１．プログラム曲数の内訳（３０日と３１日の合計）
《感想文等からの抜粋》―第３回 えぽあ新春コンサート２００９―
・先生の人柄を知ることができるし，曲紹介もよかったです。
・クラシックばかりではいやです。もっと知っている曲を入れてほしいです。
・個性ある演奏に感動した。連弾の難しさも感じた。将来に期待します。
・是非，サックスの「哀愁のミュゼット」は毎年，入れてほしい！
・小中学校や地域への広報活動を増やしてください。江別市民なのに，今までこのコンサート
をまったく知らなかったです。
・南山先生のピアノやサックスの永留先生が素敵でした。音符の向こう側を弾ければ誰でもかっ
こいいですね。
・演奏時間が長すぎると思います。２～２Ｈ半がベストです。
・学生さんたちの表情が，笑顔があるなどもっと生き生きしていると良かった。なんとなく無
表情で，やる気がなかったように感じ残念でした。
・司会がとてもよかった。ただ，観客と一体になれる曲が３部にほしかったです。
・市役所，病院，ホテルなどでロビーコンサートを開いたり，サンピアザ広場での演奏会をし
てほしいです。
・挨拶や礼や，ステージでの歩き方などをもっと練習して丁寧にすると良いと思います。
・地元でコンサートを聴けて幸せです。質の高い演奏をありがとう。
・空席があると残念です。地域にもっと発信してほしいと思います。
・サン・サーンスの「ベートーベンの主題による変奏曲」，感動しました。
Ⅳ プログラム曲数の内訳
第２回えぽあ新春コンサート２００８
６７
クラシック
親しみ易い
クラシック
テレビ
ドラマ曲
映画
音楽
ジャズ
ポピュラー
音 楽
作 品
発 表
合 計
ピアノソロ ４ １ ５
連 弾 １ １
２台ピアノ １ １ １ ３
２台８手 ２ １ ３
エレクトーン １ １ ２
ピアノとエレクトーン ０
その他のアンサンブル １ ２ ４ ２ ９
合 計 ８ ７ １ １ ４ ２ ０ ２３
表２．プログラム曲数の内訳
第３回えぽあ新春コンサート２００９
Ⅴ サクソフォーン合奏団「高山流水」での演奏概要
１）２００８年・・・この年のテーマは「音楽スタイルの違い」ということを意識して，クラシッ
クからはバロック，現・近代の作品ジャズからはデキシーランド，モダンジャズの曲をそれ
ぞれ組み合わせることにより，同じクラシックの音楽でのスタイルの違い，同じジャンルの
中でも，作曲年代の違う曲を選ぶことにより，スタイルの違いを見ることができるという，
二重構造での楽しみ方を提案した。
１曲目は「聖者の行進」を演奏。新春コンサートということもあり，長時間の鑑賞で少し疲れ
た聴衆のモチベーションを再び活性化し最後まで音楽を楽しんでもらう為に，開場後方の入
り口から登場し，歩きながらの演奏というパフォーマンスで聴衆の気持ちを再度ONの状態
に持っていく手法を試みた。
２曲目はプラネル作曲の「バーレスク」。サクソフォーン四重奏の為に書かれた曲で曲調は軽
妙洒脱，民謡的で単純な曲調だが，転調が多様で色彩感が強く近代作品の性格が色濃く反映
されている。
３曲目は J．S．バッハの「イタリア協奏曲より第１楽章」を演奏した。この曲はバッハの曲の
なかでも特に評価が高く，したがって，他のバロック作品の中でも，よりバロック音楽らし
い作品である。この曲を聴いてもらうことで，バロック音楽というものの全体像，趣きとい
うものをしっかりと感じてもらえるのではないかと思い選曲をした。
４曲目はモダンジャズの名曲から，「チュニジアの夜」で締めくくった。この曲はモダンジャ
ズというスタイルを基本にアフロ・キューバンのエキゾチックなリズムが融合されており，
モダンジャズのスタンダードナンバーの中でも特に個性的な曲である。そういう意味で２曲
目のバーレスクと同様，同じジャズという音楽スタイルの中に２つの音楽スタイルが混在し
ており，それが独特の雰囲気を醸し出しており，音楽をスタイルという形として認識する上
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では非常に理解しやすい曲であると確信している。
２）２００９年・・・２００９年は「踊れる音楽」にスポットを当て，聴衆と演奏者が一体となって楽
しめるプログラムを構成した。その観点から，クラシック音楽はプログラムの上では２曲目
のラベルの「ボレロ」だけに抑えた。とは言っても曲半ばからリズムが激しくなり，ポピュ
ラー音楽的なビート感を出しているので，純粋なクラシックではない編曲になっており，そ
ういう意味では全曲，ジャズ・ポピュラー音楽で構成されたプログラムになっている。
１曲目は「インザ・ムード」言わずと知れたグレンミラーの代表作で，音を３つずつ括って奏
でるメロディはリズムを意識しなくとも体をムズムズさせる効果を生んでいる。この曲で聴
衆の気持ちを一気に掴んで，演奏会に集中してもらいたいということを意識した。
２曲目は音の魔術師と言われた，ラヴェル作曲の「ボレロ」を演奏した。ボレロのリズムの上
でAのメロディとBのメロディが交互に繰り返され，次第に盛り上がって終わるという，
誠に単純な構成の曲だがそこにはいろいろな工夫が施されている。例えば種々の色々な楽器
で各メロディを演奏し，音色の違いで同じメロディの印象を変え，聴衆の耳を慣れさせない
という手法が用いられていたり，ある楽器が演奏している調性とは違う調性をある楽器で重
ねて，別の楽器の音色を再現したり（復調という），シンプルな素材の中に多くのアイディ
アが織り込まれている。魅力あふれるこの曲をサクソフォーン４本で再現することを試みた
画期的なプログラムであるが，サクソフォーンが４本あるから４種類の音色があると言われ
れば，そうなのだが，逆に言うと同族楽器であるが故に，意外にも音色的には大きな変化は
少ない。そう言う訳で楽器を替えるようなことと同じような効果に匹敵するような何かを考
えたとき，思いついたのが上記で既に記したように，曲の途中でリズムの形態を劇的に変化
させ，全く違った印象の曲に変容させて聴衆の関心を引くことを試みた。具体的には変拍子
を多用して独特のリズム感を生んだり，基本の調性に対してテンションノートと言って不協
和音的な響きのする音を意図的に重ねて単純なメロディに刺激を与えたりという工夫をして
いる。
３曲目はサラ・ブライトマンが歌って知られる「コン・テ・パルティロ」を演奏。演奏会を通
して，動きのある曲ばかりだと疲れるので，ここで少し休憩の意味を込めてこの曲を挟んだ。
４曲目は「ロック・アラウンド・ザ・ワールド」この曲も世界的ロックスター，プレスリーの
代表的作品で激しいロックのリズムは聴くもの，見る者の体と心を揺さぶらずにはいられな
い，ある種の力を持った名曲中の名曲である。この曲をやるにあたっては，中盤からボック
スステップを使って，実際に演奏しながら踊って聴衆に視覚的にも音楽を楽しんでもらった。
５曲目は「キャラバン」，この曲もジャズ界のみならず，世界的にも有名で，必ずやどこかで
一度は耳にしたことある異国情緒あふれるスタンダードである。作曲はデューク・エリント
ンで，１曲目に演奏したグレンミラーと同様に１９００年代中盤のスイングジャズといわれ
るスタイルの大御所的存在である。演奏は曲半ばで，各人が一人ずつアドリブ・ソロという
６９
コード上の流れの中で即興演奏を繰り広げ，ソプラノからバリトンまでの楽器の特性を生か
したアドリブを繰り広げ，ジャズの醍醐味を味わってもらった。
６曲目は昨年も演奏した「哀愁のミュゼット」。今年は北翔大学非常勤講師で，この日の新春
コンサートでもソロ演奏された南山雅樹氏とのコラボレーションで，サクソフォーンの柔ら
かな響きにピアノの軽快できらびやかな音色が，一層の躍動感を醸し出し，スリリングな演
奏になった。
このように，毎年テーマを決めてプログラムを構成するのは手間が掛かり大変ではあるが，
聴きに来てくださる方あっての演奏なのだとつくづく感じる。そういう訳で，一方通行では
ない聴き手のニーズと演奏者の思いとがどこで交わるかという妥協点を探りながらのプログ
ラミングは非常に大切なことで，今後も拘ってさらに魅力あふれる演奏会を演出できるよう
にしていきたい。
Ⅵ ま と め
えぽあ新春コンサート第１～３回を３年間にわたり開催し，アンケート結果からは概ねこの
音楽企画の趣旨に対する賛同や期待が得られたものと結論付けている。
今後の大学と地域社会は，少子高齢化に拍車がかかり，大きな変化をとげてゆくことになる
が，その変化に「えぽあ新春コンサート」も対応していきたいと考えている。
家の中にひきこもりになりがちな厳寒の１月に，人々が音楽を聴きにホールへ集まることは，
心身の健康の上からも重要なことであろう。また，学生と一般聴衆とのコミュニケーションと
しても大きな意義があり，教員には両者を繋ぐ役割があると考えている。歌謡曲やポピュラー
だけでなく，クラシック音楽等も音楽の生涯学習として大いに貢献できるよう，もっと生活の
中に根付いて欲しいものである。
音楽や芸術が，これからの時代にどれほど必要なもので，どれほど役に立つかは未知数であ
るが，その大きな鍵は学生の活躍にあると予想し，今後も大学開放としての「えぽあ新春コン
サート」を継続したいと考えている。
本研究は，北方圏学術情報センター音楽教育研究プロジェクトの研究助成によるものである。
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